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…仰天学教育に求められること②
l~J:l迫JP 雪電ノ

［態度・志向性 J 

・自5を律して行動できる自己管理力
・協調 ・協働して行動するチームワーク。方向性を示し目標を実現する
リーダーシップ

・自己の良心と社会の規範やルールに従って行動する信理観
・社会の発展に尽くす市民としての社会的責任
・卒業後ち自律・自立して学習できる生涯学習力

［統合的な学習経験と創造的思考方 J 
・これまでに撞得した知議・技能・態度等を総合的に活用し、自5が

立てた新たな課題にそれちを適用し、その謀題を解決する能力

。ま~~ま諜黒字k （ 明 締罰 ノ
犬学教育に求められること⑦

［知識・理解 ］ 
・日本語・英語をはじめとする言語能力と、多文化・異文化を理解する
国際性

・人類の文化、社会と自然に関する基礎的知簡の理解
・自然や社会的事象について、数量的に分析し、理解し、表現する力
・多織な情報を収集・分析し適正に判断する力。また情報を発信する力
・特定の専門分野における高度な学鵠

［汎｝目的能力 ］ 
・人の話を聞き要約する力。論理的に考え、的確に文章を作る力
・問題を発見し、解決に必要な情報を収集 ・分析・整理し、その問題を
解決する力

・自分の考えを分かりゃすく伝え、多繊な人と対話できるコミュニケー
ショシ力

・複雑な問題を梅々な方向かち複眼的に見る力

。大阪大学2些少
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安
物事の本質を見極める洞察力を身につけ、
社会から信頼される遣しい人材を育成する

〉幅広い基礎学力
針案い専門性

~ 3つの汎用力 ~‘ l教養

11!J加盟Z占事i)

( c。mpre he叩時間der坑•ndong)

国際性
市民のf量級を得られる
社会的教義・判断力の育成

(transcultural c。mmunicability)

異なる文化との

コミュニケーション能力の育成

デザイン力
(synthetic imaginati。n)
自由なイマジネーション、機陸時的な構想力の育成
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大阪大学の教育システム

高年次での教養教育

（専門性を社会で活かすために必要な能力の酒養）

園ト土3年

固学部4年
文は6年

。大阪大学 2型 少
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主体的な学びの姿勢を育む教育

Teaching （教員が教える）か6Learning（学生が主体的に学ぶ）ヘ

•Discovery Seminarや
オナーセミナー
全て学会Eが主体的に実施する際血発見型獲量E

寓後生までの『受勘的学習jか竺皇室箆
①問題を自ら発見し、
③車両しい知”を生み出すことで、
大学での『学びJのスタイルを身につける．

少人数の学生で教員を阻み、

事円分野の・司量管カだけでなく、
大学で学ぶこと、研究す否ごとの・2伝的鰻度や
コミュニケーシヨン力、プレゼンテーションカ

:Iといった汎用的飽カを育てる．

http:f:/www.tlsc.osaka-u.ac.jp/ 
繰舛の学惨を促すような授業方法を教員に：伝える・..ワークショップ'filFDを毎沼開催

『考える』ことや「行う』ことの.憶を探り、 大学で学13\方2まや~’ーについて自6考え否学生を育成．

。ま！~認諜祭会事窓 1~型車が賓室ノ

入学から約1年半、

全学部生がともに学ぶ

多彩な科目群 約2,200科目

・教養教育科目 基礎教豊島科目

・言語・情報教育科目 国際教義科目

・基礎セミナー 現代教養科目
Discovery Seminarの綬象風景

・健康・スポーツ教育科目 先虫歯教餐科目

・専門基礎教育科目

CALLによる書信教育

特色

・総長はじめ全学の経験豊豊かな

碩学による授象

・基礎セミナーなど対話カを重複した
少人数授業

・CALL.CADを用いた充実した

話学・デザイン教育

・産業界のトップに学ぶリーダー養成綬業

・登った環境と教養教育奨学金の設置｛年／50名｝

。五忠誠三讐袋三 l野連型事現〉

汎用的カをどのようにして身につけるのか

・人の話を聞き要約する力。論理的に考え、的確に文軍を作る力
・問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問題を
解決する力

・自分の考えを分かりゃすく伝え、多犠な人と対話できるコミュニケー
ション力

・複雑な問題を樽々な方向か6複眼的に見る力

講義よりも、セミナー、演習、実験などの対話型·•加型授業が有効
》典型的な（基礎）セミナー指導 （主体的な学びの方法を体得）

・ 8人位のクラスで1回の授業に2～3人が報告（各人毎月一回）
。 報告書は予めァキストの担当する部分を要約したレラメを用意
・他の事参加者に分かりゃすく要点を説明し質問に答える

》実験レポートの添削
》 自主研究の研究計画書や報告書の添削 ． 
〉卒業研究（Capstone）の論文指導 ー

（注）障害者の権利に関する条約における「合理的配慮」

発達障害傾向のある学生には丁寧な指導・支援が必要
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阪大生は
•ll立野積詰λ輔岨同編量日開同禍喧’，，賞｛雪組
・事学・ 2年中贋祐来（なかちりゆみ｝さん
『イカの血を作るー銅ピラゾール錨体の合成と樋遺ー』

・ヲイヱJスイカレ贋tz・ 10咽】
．・.工学” 4年冨岡•＜enおかまこと｝さん
『タブレツト温棄のためのユーザ視点に・づくビデオ透過璽
イシヲーフェイス

．‘礎工学” 4年髭内JIM覇権｛たけうちまりな｝吉ん
『6スペクトルバシドブロヲ工クヲによる鍾膨色福豆』

阪大生
ll~－~~致害事j

全国最多！！
・特別Kl力企銅賞（4U】

DERUKUI ＜•車工レヲトロシ橡it金社｝
－鍾瞳工掌. 4隼大野良ft（おおのりょうすけ｝吉ん
『寧＠色や、事電車~ftにaづく直量的g入カイシ-$1フェース』

・凶力企J.mCtJ纏｝
OU化III•貫【軍京化·~複式会社｝
－理学卸 4年児玉妬也（こだまたくや｝さん
『筋線メカノクロミヲクポリマー＠創冨～分子蝿在引っ張るJ

O日本・温箆｛日本・週様式会社】
・工学. 4隼小亀干銅｛こがめちづる】吉ん
Illaな分子a・嶋在荷するシクロデキストリシニE体＠金風』
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附属図書館の新たな役割

ラーニン グ・コモンズ・・・課外学習の場

ラーニングコモンズとは？

図書館の豊富な資料を

フルに活用し、主体的な学
びを実践する共同の場

ディスカッション

・λ.・目的にあb1tτ鑑み曽え自由なテープルとチェア
・備え付け町ホワイトボード令、鍋線lJINに損続可飽な貸出PC
を使えば．グループ前歯学習も充実

6抑留

ラーニング
・図書館員と大学院生の•TA・によるパックアップ
•￥曹に晶要な図書や緯誌は図書館内に完．
・同様する7ロアには、..，図書が克実
・電子ジャーナル．電子プック、データベースに
もpCがあればその唱でアクセス可能

プレゼンテーション

・プレゼン質”は．近〈にあるプリンタで出力
・貸出問プロジェクタを使用して集積

• TA Toachinc Assistant ティーチング ・アシスタント
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主体的に学ぶ環境
スチューテ、ント・コモンメ・・・課外学習の場
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